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試行導入対象業務一覧

N
o.

業務担当課 対象業務 業務概要

１ 統計情報課
市町の報告データの統計
表等の作成・登録業務

市町から提供される住民基本台帳の更新デー
タをもとに人口推計に関する統計資料を作成
する。

２ 定住交流課
ふるさと納税寄付情報の
登録・領収証明発行業務

ふるさと納税寄付者情報の台帳管理、受付簿
登録、各種送付書類の作成・印刷を行う。

３
一乗谷朝倉氏遺跡
資料館

報酬支払・旅費支払業務 財務会計システムで審査委員会、学識経験者
等へ報償費を支払う。

４ 県立病院 入札情報の入力業務
入札等の調達実施における必要情報を各シス
テムへ登録する。

５ 教育政策課
小中学校教職員旅費確
認・支払業務

各小中学校より受領する旅費請求書の記載内
容の妥当性をインターネット上の地図サービ
スを利用しチェックする。



試行導入業務の例（ふるさと納税関連業務）

自
動
化
後

•寄付金の納付方法や寄付内容に応じ、処理パターンを変えるRPAシナリオを
作成。

•大部分の手作業を自動化対象としたことにより、職員の負担が軽減。

パターンに応じ処理を変えるＲＰＡ

自
動
化
前

①データダウンロード ⑤観覧券作成➁寄付お礼メール作成

ＲＰＡで自動化（約90%削減）

③受付簿登録 ④各送付物作成

①データダウンロード ⑤観覧券作成➁寄付お礼メール作成 ③受付簿登録 ④各送付物作成



試行導入業務の例（ふるさと納税関連業務）



試行導入業務の例（教員旅費支払業務）

自
動
化
後

①小中学校から請求書
（ Excel ）を受領

※チェック段階はExcelで受け
付ける

➁請求内容の旅行距離、金額の妥当性を地図

ソフトでチェック、不備箇所の修正をメール

で小中学校へ依頼

③小中学校から
請求書（原本）

を受領

•紙となっていた請求書をExcel化、電話での問い合わせを電子メールに変更。

•電子化を行ったことにより、RPA導入効果が一層図られた。

電子化 電子化

自
動
化
前

①小中学校から請求書（紙）を
受領

③小中学校から
請求書（原本）

を受領

➁請求内容の旅行距離、金額の妥当性を地図

ソフトでチェック、不備箇所の修正を電話に

て小中学校へ依頼

ＲＰＡで自動化（約90%削減）



試行導入業務の例（教員旅費支払業務）



実証結果

該当課名
RPA導入前

業務時間

RPA導入後

業務時間
削減率 削減時間

統計情報課 154 76 50.6% 78

定住交流課 3０８ 32 ８９.６% ２７６

一乗谷朝倉氏遺跡資料館 10 ３ 7０.0% 7

県立病院 171 50 70.８% 121

教育政策課 ４，６８５ ５２１ ８８.９% ４，１６４

合計 ５，３２８ 68２ ８７．２% ４，６４６

• RPAツールを導入するだけでは効果は最大化できず、対象業務の選定や業務
フローの見直しを行うことが重要である。

• 1業務で効果が高いもの、横展開することで効果が高いものがあり、短期的な
評価だけでなく、中長期での評価を行いながら業務を選定する必要がある。


